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採
掘
・
製
造
、
流
通
・
往
来
及
び
居
住
に
関
連

す
る
文
化
的
景
観
の
保
護
に
関
す
る
調
査
研
究

会
編
・
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
監
修

『
都
市
の
文
化
と
景
観
』

　
平
成
一
六
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、

文
化
財
の
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
文
化
的
景

観
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
定
義
は
「
地
域
に

お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の

風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
我
が
国
民
の

生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
」
（
文
化
財
保
護
法
第
二
条
第
一
項
第

五
号
）
と
な
っ
て
お
り
、
文
化
的
景
観
の
う
ち
特

に
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
重
要
文
化
的
県
観
と

し
て
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
二
三
年

四
月
の
時
点
で
、
二
四
件
の
重
要
文
化
的
景
観
が

選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
当
初
は
保
護
が
急
が
れ
る
農
林
水
産
業
に
関
連

す
る
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
の
調
査
が
進
み
、
ま

た
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
に
つ
い
て
も
そ
の
よ

う
な
景
観
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第

に
多
様
な
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
も
調
査
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
一
年
二
月
選
定
の

「
宇
治
の
文
化
的
景
観
」
の
よ
う
に
、
採
掘
・
製

造
や
流
通
・
往
来
、
ま
た
居
住
に
関
わ
る
景
観
に

つ
い
て
も
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
さ
れ
始

め
て
い
る
。

　
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
農
林
水
産
業
以
外
の
多

様
な
景
観
に
つ
い
て
の
千
国
的
な
現
状
と
保
護
に

つ
い
て
の
動
向
が
集
約
さ
れ
た
一
書
で
あ
る
。
文

化
的
景
観
と
い
う
定
義
や
概
念
自
体
が
、
ま
だ
新

し
い
も
の
で
あ
り
、
十
分
に
普
及
し
て
い
な
い
現

状
に
あ
っ
て
、
全
国
的
な
視
野
で
の
調
査
結
果
が

収
め
ら
れ
た
本
書
は
、
文
化
的
景
観
と
い
う
文
化

財
に
つ
い
て
の
基
礎
的
レ
ベ
ル
を
提
示
す
る
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化
的
景
観
の
今
後
の
方
向

性
を
見
通
す
一
つ
の
先
導
的
役
割
を
果
た
す
も
の

と
も
な
り
う
る
内
容
も
含
ん
で
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
学
ぶ
際
の
必
読
書
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
地
理
学
に
お
い
て
、
従
来
、
文
化
景
観
は
重
要

な
研
究
対
象
の
一
つ
で
あ
り
、
景
観
の
歴
史
的
な

変
遷
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
地
域
の
事
例
研
究

に
始
ま
り
、
景
観
変
遷
史
法
や
景
観
史
と
い
っ
た

概
念
の
提
示
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ま
で
に
多
種
多

様
な
側
面
で
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
文
化

景
観
の
語
が
示
す
範
囲
は
、
明
ら
か
に
文
化
的
景

観
よ
り
も
広
く
、
逆
に
い
え
ば
、
文
化
景
観
と
い

う
言
葉
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
景
観
の
中
に
、
現
在
、

文
化
的
累
観
と
し
て
捉
え
な
お
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
景
観
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
地
理
学
者
に
と
っ
て
文
化
的
景
観
と
は
、

そ
の
語
と
の
出
会
い
は
最
近
で
あ
る
と
は
い
え
、

そ
の
内
実
を
見
れ
ば
驚
く
ほ
ど
新
規
な
も
の
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
で
例
示
さ
れ
て
い
る
二

三
〇
あ
ま
り
の
事
例
地
の
記
述
を
み
て
も
、
そ
の

こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
文
化
財
保
護
行
政
の
な
か
で

生
ま
れ
た
概
念
と
し
て
の
文
化
的
景
観
に
は
、
保

存
・
保
護
、
ま
た
活
用
と
い
っ
た
要
素
が
強
く
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
景
観
研
究
で
は

十
分
に
は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
も
あ
る
。

と
り
わ
け
、
こ
の
よ
う
な
保
護
・
保
存
、
活
用
に

つ
い
て
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
地
が
、
文

化
財
保
護
法
の
改
正
と
同
時
に
制
定
さ
れ
た
景
観

法
に
規
定
さ
れ
る
景
観
計
画
区
域
又
は
景
観
地
区

内
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
文
化
的
景
観
保
存
計
画
や

条
例
に
よ
る
保
護
措
置
等
が
な
さ
れ
て
い
る
必
要

が
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
関
連

し
て
い
る
が
、
こ
の
や
や
複
雑
な
法
律
や
制
度
の

関
連
性
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
理
解
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
、
本
書
は
資
料
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と
し
て
文
化
財
保
護
法
や
重
要
文
化
的
景
観
選
定

基
準
、
ま
た
景
観
法
や
世
界
遺
産
条
約
な
ど
、
文

化
的
崇
観
に
関
連
す
る
法
令
等
に
つ
い
て
の
抜
粋

が
掲
載
さ
れ
、
必
要
な
法
令
等
を
適
宜
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
工
炎
が
な
さ
れ
て
お
り
、

便
利
で
あ
る
。

　
歴
史
的
な
景
観
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

ば
矢
守
一
彦
が
『
都
市
図
の
歴
史
－
日
本
編
睡

（
講
談
社
、
　
九
七
四
）
の
な
か
に
門
歴
史
的
都

市
景
観
の
保
存
」
と
い
う
章
を
設
け
、
「
保
存
が

望
ま
し
い
全
国
の
歴
史
的
町
並
み
　
覧
」
を
付
図

と
し
て
載
せ
た
よ
う
に
、
早
く
か
ら
歴
史
地
理
学

者
も
関
心
を
寄
せ
、
ま
た
研
究
を
通
じ
て
そ
の
必

要
を
訴
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
声
を
す
く
い

取
る
十
分
な
制
度
が
な
か
っ
た
の
が
こ
れ
ま
で
の

田
本
で
あ
っ
た
。
文
化
的
景
観
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
文
化
財
保
護
法
の
中
に
生
ま
れ
、
都
布
的

な
景
観
も
そ
の
範
晦
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
は
、
遅
ま
き
な
が
ら
、
先
人
の
声
が
よ
う

や
く
報
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
今
必
要
な
の
は
、
そ
の
声
の

導
き
に
従
い
、
文
化
景
観
を
め
ぐ
る
研
究
を
改
め

て
確
認
、
検
証
し
、
そ
の
上
で
文
化
的
景
観
と
い

う
制
度
と
い
か
に
付
き
合
っ
て
い
く
か
を
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
付
き
合
い
方
を
探

る
上
で
の
非
常
に
よ
き
参
考
書
で
あ
る
。
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会
　
　
告

　
去
る
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史

学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て

左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告

一
、
平
成
二
十
三
年
度
予
鐸
案

～
、
役
員
の
交
替

　
1
，
退
任

　
　
常
務
理
事
　
吉
本
道
雅
（
↓
理
事
）
、

　
　
　
　
　
　
　
谷
川
穣
（
↓
評
議
員
）

　
　
理
　
　
事
　
小
山
哲
（
↓
常
務
理
事
）

　
　
監
　
　
事
　
杉
橋
隆
夫
（
↓
評
議
員
）

　
　
評
議
員
水
田
義
一
、

　
　
　
　
　
　
　
高
嶋
航
（
↓
常
務
理
事
）

　
　
編
集
委
員
　
小
原
墨
池
、
古
松
崇
志

　
　
庶
務
委
員
　
網
島
聖
、
谷
口
良
生
、

　
　
　
　
　
　
　
好
永
州
宏

　
2
，
新
任

　
　
常
務
理
事
　
小
山
哲
、
高
嶋
航

　
　
理
　
　
事
　
小
島
泰
雄
、
吉
本
道
雅

　
　
監
　
　
事
　
早
島
大
平
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